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用語解説 ※１「医療福祉拠点」・・・在宅医療拠点を推進するための医療福祉センター機能とリハビリテーション人材を中心とした医療福祉専門職の養成の機能を兼ね備えた拠点のこと。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

副議長就任の御挨拶
　この度、歴史と伝統に培われた滋賀県議会第108代副議
長の重責を担うことになりました。その使命と職責は重大であ
り、身の引き締まる思いです。
　県民主役の県政の基本に立ち、多様な民意を汲み上げるこ
とができるよう、公平・公正な議会運営を図ると同時に、政策
立案機能の充実にも努めてまいる所存です。
　二元代表制の一翼を担う県議会として、引き続き県勢発展のため全力で取り
組んでまいります。
　今後とも皆様の格別なる御支援と御協力をお願い申し上げ、就任の御挨拶
とさせていただきます。

川島 隆二
副議長

9月定例会議の概要
 9月20日～10月6日の17日間

　９月定例会議では、「北朝鮮による核実験および弾道ミサイル発射に抗
議する決議案」をはじめとする議員提出議案8件と、「平成29年度滋賀県一
般会計補正予算（第３号）」をはじめとする知事提出議案31件が上程されま
した。これらを審議した結果、意見書案2件を否決したほか、決算特別委員
会を設置して休会中に審議することとした平成28年度滋賀県歳入歳出決算
の認定議案を除きいずれも原案のとおり可決または同意しました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審査お
よび調査を行いました。

環境こだわり農業による米作

滋
賀
県
基
本
構
想

問　
滋
賀
県
基
本
構
想
は
本
県
の

あ
ら
ゆ
る
取
組
の
上
位
計
画
で

あ
り
、
現
行
の
基
本
構
想
の
計
画
期

間
が
残
り
１
年
半
で
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
評
価
と
、

計
画
年
度
内
の
目
標
達
成
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

答　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
進
行
管
理
を
行
い
、
指
標

の
達
成
度
を
踏
ま
え
て
、
施
策
を

評
価
し
、
課
題
と
今
後
の
対
応
を

整
理
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
末
時
点
で
、
目
安

と
な
る
達
成
度
50
％
以
上
の
指
標

は
約
半
数
に
と
ど
ま
り
、
効
果
の

発
現
と
い
う
点
で
は
道
半
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
企
業
誘
致
等
で

は
計
画
を
上
回
っ
て
い
る
ほ
か
、

観
光
消
費
額
等
で
は
平
成
30
年
度

の
最
終
目
標
以
上
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
一
方
で
、
文
化
創
作
活
動

等
に
取
り
組
む
県
民
の
割
合
は
や

や
低
下
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
基

本
構
想
の
重
点
政
策
を
推
進
す
る

た
め
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
総
合
戦

略
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
の
課
題
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度
の
施
策
構

築
に
向
け
て
重
視
す
べ
き
方
向
を

定
め
、
目
標
達
成
に
向
け
て
施
策
・

事
業
の
構
築
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

観
光
政
策

問　
本
県
で
は
、
平
成
26
年
に
滋

賀
県
観
光
交
流
振
興
指
針
が
策

定
さ
れ
、
観
光
地
「
滋
賀
」
の
認

知
度
の
向
上
等
が
基
本
目
標
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
状
と
本
県
の
目

指
す
観
光
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
本
県
の
観
光
の
現
状
は
、
平

成
28
年
の
延
べ
観
光
入
込
客
数

が
５
，
０
０
０
万
人
余
り
、
観
光

消
費
額
が
１
，
７
０
０
億
円
余
り

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

本
県
の
目
指
す
観
光
に
つ
い
て

は
、
観
光
消
費
額
を
伸
ば
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
、
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

宿
泊
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
10
月
か
ら
開

催
す
る
「
日
本
遺
産　

滋
賀
・
び

わ
湖　

水
の
文
化
ぐ
る
っ
と
博
」

や
、「
虹
色
の
旅
へ
。
滋
賀
・
び
わ

湖
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
来
年
度
の

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

本
県
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
琵
琶

湖
と
、
滋
賀
の
強
み
で
あ
る
自
然

や
歴
史
等
を
活
か
し
な
が
ら
、
水

を
テ
ー
マ
に
し
た
旅
を
磨
き
、
提

案
し
、
宿
泊
や
消
費
に
つ
な
が
る

よ
う
、
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

健
康
・
医
療
政
策

問　
平
成
32
年
度
に
県
庁
周
辺
に

お
け
る
医※

※

療
福
祉
拠
点
の
運
用

開
始
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
拠
点
の
整
備
に
対
す
る
知
事

の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答　
２
０
２
５
年
、
さ
ら
に
は
そ

の
先
の
将
来
を
も
見
据
え
て
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
様
々
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
で
、
県

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
医
療

福
祉
拠
点
の
整
備
は
重
要
な
取
組

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
県
庁
周
辺
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
に
よ
り
、
新
た
に

人
を
集
め
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
も
地
元
か
ら
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
の
成
果
が
で
き
る
限

り
早
期
に
得
ら
れ
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
政
策

問　
本
県
の
農
業
は
、
農
地
の
集

約
や
担
い
手
の
確
保
等
の
不
安

と
課
題
が
あ
る
一
方
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
大
き
な
期
待

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
米
作
を
中
心
と
し
た
本

県
の
農
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
滋
賀
県
農
業
・
水
産
業
基
本

計
画
に
お
い
て
は
、
環
境
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
産
業
と
し

て
競
争
力
の
あ
る
農
業
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
水
田
を
最
大
限
に

活
用
し
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
を

核
と
し
て
、
水
稲
と
野
菜
等
を
組

み
合
わ
せ
た
生
産
性
の
高
い
水
田

農
業
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

人
づ
く
り
の
面
で
は
、
農
業
を

営
む
意
欲
の
あ
る
多
様
な
人
材
を

担
い
手
と
し
て
確
保
・
育
成
し
て

い
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
面
で
は
、
本
県

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

9
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　
　
質
疑
・
質
問
か
ら



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

　滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。御意見などを下記までお寄せください。
あて先　〒 520-8577　大津市京町 4–1–1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

  この広報紙は 502,500 部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は 1 部当たり６円です。
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と
と
も
に
、
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た

特
色
あ
る
米
づ
く
り
、
加
工
業
者

等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
高
品
質
か

つ
安
定
し
た
麦
・
大
豆
づ
く
り
や

野
菜
等
の
高
収
益
作
物
の
推
進
に

よ
る
水※

※

田
フ
ル
活
用
の
推
進
等
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
農
産

物
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
県
産

農
産
物
の
認
知
度
向
上
等
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
策

問　
８
月
に
発
生
し
た
長
浜
市
で

の
姉
川
の
氾
濫
被
害
に
よ
っ

て
、
刻
々
と
変
化
す
る
現
実
に
即

応
し
た
避
難
の
あ
り
方
が
教
訓
と

し
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
生
命
を
最
優
先
す
る

避
難
指
示
の
あ
り
方
や
、
臨
機
応

変
な
避
難
場
所
の
確
保
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　
災
害
時
に
は
、
住
民
の
生

命
を
守
る
こ
と
が
行
政
に
課

せ
ら
れ
た
最
も
重
要
な
使
命
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
市
町
に
お
い
て
、

平
時
か
ら
避
難
情
報
の
発
令
に
つ

い
て
基
準
を
設
け
る
と
と
も
に
、

地
域
の
地
理
的
条
件
等
を
考
慮
し

て
、
避
難
所
に
加
え
、
緊
急
時
の

避
難
場
所
に
つ
い
て
も
順
次
、
指

定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て

も
、
こ
う
し
た
市
町
の
取
組
に
対

し
、
必
要
な
情
報
提
供
や
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
早
め
に

避
難
情
報
を
発
令
す
る
こ
と
や
、

市
町
の
判
断
に
必
要
な
河
川
水
位

等
の
情
報
を
迅
速
、
確
実
に
伝
達

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
害
時
に
は
、
住
民

が
自
ら
の
判
断
で
適
切
な
避
難
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
啓
発
等
を
行

い
、
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

森
林
政
策

問　
平
成
33
年
春
に
全
国
植
樹

祭
を
本
県
で
46
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
内
定
さ
れ
、
こ
の

取
組
を
今
後
の
森
林
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
国
植
樹
祭
を
ど
の

よ
う
な
視
点
で
開
催
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　
全
国
植
樹
祭
は
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
山
や
木
に
直
接

触
れ
、
森
林
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
琵
琶
湖
保
全
再
生
法
に

基
づ
く
森
林
づ
く
り
や
、
本
県
の

林
業
成
長
産
業
化
の
推
進
に
つ
な

が
る
機
会
と
も
な
り
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、
県
民
等
に

よ
る
琵
琶
湖
を
守
る
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
山
村
地
域
に

は
今
も
伝
わ
る
森
林
文
化
が
残
っ

て
い
る
こ
と
等
、「
森
林
」、「
琵
琶

湖
」、「
人
の
暮
ら
し
」
が
密
に
つ

な
が
り
、
こ
れ
ま
で
か
ら
共
存
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
識
経

験
者
等
で
構
成
す
る
準
備
委
員
会

で
議
論
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
年

度
中
に
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
民
の

理
解
と
共
感
を
得
な
が
ら
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

子
ど
も
の
学
力

問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
本

県
の
子
ど
も
の
学
力
は
、
小
・
中

学
校
と
も
に
全
国
で
も
低
位
で
あ

り
、
全
国
平
均
レ
ベ
ル
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、

子
ど
も
の
学
力
を
高
め
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
改
善
を
行
う
の
か
伺

い
ま
す
。

答　
ま
ず
は
、
今
回
の
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
さ

ら
に
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

時
点
の
分
析
で
は
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
の
定
着
、
自
分
の
考

え
を
適
切
な
根
拠
を
も
と
に
し
て

述
べ
る
こ
と
、
放
課
後
や
家
で
の

時
間
の
使
い
方
等
に
課
題
が
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
へ
の
働
き
か
け

等
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
課
題

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
学
ん
だ
言
葉
を
使
っ
て
説
明

し
た
り
、
考
え
を
述
べ
合
っ
た
り

す
る
授
業
を
行
う
こ
と
や
、
宿
題

の
出
し
方
を
工
夫
す
る
こ
と
等
、

授
業
の
あ
り
方

や
学
校
と
家
庭

と
の
連
携
に
つ

い
て
、
具
体
的

な
改
善
策
を
学

校
に
提
案
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）

議第９１号～
   議第９２号 平成２９年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）　ほか１件 可 決

議第９３号～
   議第１０１号 滋賀県附属機関設置条例の一部を改正する条例案　ほか８件 可 決

議第１０２号～
   議第１０５号

平成２8年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて　ほか３件

継 続
審 議

議第１０６号～
   議第１１8号

契約の締結につき議決を求めることについて（畜産技術振興セ
ンターキャトル・ステーション整備その他工事）　ほか１２件 可 決

議第１１９号～
   議第１２０号 平成２９年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）　ほか１件 可 決

議第１２１号 滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可 決

9月定例会議で審議した主な議案

9月定例会議で審議した決議・意見書
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

決議第６号 北朝鮮による核実験および弾道ミサイル発射に抗議する決議案 可 決

意見書第１３号
実効性のある避難計画が策定され、放射性廃棄物の処理にめど
が立つまでは、大飯発電所３号機および４号機の再稼働を行わ
ないことを求める意見書案

否 決

意見書第１4号 核兵器禁止条約に署名・批准することを求める意見書案 否 決

意見書第１５号 小中学校におけるプログラミング教育の必修化に向けて支援
を求める意見書案 可 決

意見書第１６号 道路の整備促進を求める意見書案 可 決

意見書第１7号 受動喫煙防止対策を進めるための健康増進法の改正を求める
意見書案 可 決

意見書第１8号 国際標準に即した食品衛生管理制度への見直しを求める意見
書案 可 決

意見書第１９号 難病法における軽症患者登録制度の実現を求める意見書案 可 決

●難病法における軽症患者登録制度の実現について
9月定例会議で採択した請願

議会からのお知らせ

●議員の辞職
　小寺裕雄副議長（自由民主党滋賀県議会議員団）から辞職願が提出され、
９月２５日の本会議において辞職が許可されました。

●決算特別委員会の設置
　平成２8年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案を審査するため、決算特
別委員会が設置され、１０月２３日から５日間にわたって審査が行われて
います。
　委  員  長：野田　藤雄
　副委員長：清水　鉄次
　委　　員：加藤　誠一、佐藤　健司、海東　英和、角田　航也、
　　　　　　節木　三千代、駒井　千代、中村　才次郎、富田　博明、
　　　　　　髙木　健三、西村　久子、吉田　清一、成田　政隆、
　　　　　　九里　学

●議会運営委員会委員長・特別委員会委員の変更
　９月２５日付けで議会運営委員会委員長と地方創生・しがブランド推進
対策特別委員会委員に変更がありました。
　　〇議会運営委員会
　　　（変更前）川島　隆二委員長　　　（変更後）佐野　高典委員長
　　〇地方創生・しがブランド推進対策特別委員会
　　　（変更前）川島　隆二委員　　　　（変更後）辞任

用語解説 ※２「水田フル活用」・・・生産調整により、米作をおこなっていない水田を利用し、大豆等の転作作物や飼料用米等の生産を行うこと。

学級活動の様子


